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昭和 32年 1月 31日 和歌山県海南市に生まれる
50年 4月 京都大学理学部入学
54年 3月 　　同　卒業（物理科学系）
54年 4月 京都大学大学院理学研究科地球物理学専攻修士課程入学
56年 3月 　　同　修了
56年 4月 京都大学大学院理学研究科地球物理学専攻博士後期課程進学
59年 3月 　　同　研究指導認定退学
59年 4月 建設省国土地理院入省
59年 11月 京都大学理学博士学位授与

平成 元年 10月
科学技術庁派遣長期在外研究員（米国カリフォルニア大学ロサンゼルス校地
球惑星科学科客員研究員）（平成2年9月まで）

3年 4月 科学技術庁研究開発局企画課防災科学技術推進室長補佐
5年 4月 建設省国土地理院地殻調査部地殻変動解析室長
8年 5月 　　同　観測解析課長
9年 4月 京都大学防災研究所助教授（地震予知研究センター）

13年 5月 　　同　　教授
19年 4月 　　同　副所長（将来計画担当，平成21年3月まで）
22年 10月 　　同　副所長（研究教育担当，平成24年3月まで）
31年 4月 　　同　所長（令和3年3月まで）

令和 4年 3月 京都大学定年退職
4年 4月 京都大学名誉教授
4年 4月 東京電機大学理工学研究科建築・都市環境学専攻特別専任教授

平成 6年 4月
科学技術庁，「日本海東縁部の地震発生ポテンシャル評価に関する総合研
究」研究推進委員会委員（平成9年3月まで）

6年 4月
（財）地震予知総合研究振興会，サイスモテクトニクス研究会シミュレー
ション部会委員（平成9年3月まで）

7年 4月
科学技術庁 「巨大地震災害軽減のための地震発生機構のモデル化・観測シ
ステム高度化に関する調査研究」調査研究推進委員会委員（平成8年3月ま

7年 10月
（財）日本測量協会，兵庫県南部地震に伴う神戸市周辺地域の公共基準点の
変動調査検討委員会委員（平成8年3月まで）

7年 11月
日本学術会議地震学研究連絡委員会地震予知小委員会委員（平成12年7月ま
で）

7年 4月 日本測地学会評議員（現在まで）

8年 9月
科学技術庁，地震調査研究推進本部専門委員（地震調査委員会長期評価部会
北日本・西日本分科会）（平成9年3月まで）

8年 4月 日本地震学会評議員（平成12年12月まで）

9年 12月
科学技術庁，地震調査研究推進本部専門委員（地震調査委員会長期評価部
会）（平成14年1月まで）

10年 10月
International Symposium on GPS: Application to Earth Sciences and Interaction with
Other Space Geodetic Techniques (GPS99 Tsukuba)，実行委員会委員，1999年10
月18日〜22日，茨城県つくば市

10年 4月 東京大学地震研究所，共同利用委員会委員（平成12年3月まで）

10年 1月
International Workshop on Recurrence of Great Interplate Earthquakes and its
Mechanism, 実行委員会委員，1999年1月20〜21日，高知県高知市

10年 4月 日本測地学会編集委員編集担当（平成11年3月まで）

11年 6月
東京大学地震研究所，地震予知研究協議会「地殻活動シミュレーション」研
究部会委員（平成12年3月まで）

11年 4月
（財）地震予知総合研究振興会，「陸域活断層に関する総合研究」検討委員
（平成12年3月まで）

12年 4月
東京大学地震研究所，地震予知研究協議会「地殻活動シミュレーション」計
画推進部会委員（平成13年3月まで）

12年 12月 （社）日本地震学会代議員（平成14年4月まで）

12年 5月
（財）地震予知総合研究振興会，サイスモテクトニクス研究会シミュレー
ション部会委員（平成17年3月まで）

　　　　（学歴・職歴）

橋本 学 教授　略歴

　　　（学会・委員等歴）
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12年 5月
（財)地震予知総合研究振興会，陸域震源断層の深部すべり過程のモデル化

に関する総合研究委員（平成16年3月まで）

12年 7月
東京大学地震研究所，地震予知研究協議会計画推進部会委員（平成18年3月
まで）

13年 4月 国土交通省国土地理院，地震予知連絡会委員（平成23年3月まで）
14年 10月 奈良県，地震被害想定調査検討委員会委員（17年3月まで）

14年 10月
東京大学地震研究所，大都市圏地殻構造調査研究運営委員会委員（平成19年
3月まで）

14年 5月 （社）日本地震学会理事（平成18年5月まで）
15年 11月 日本学術会議固体地球物理学研究連絡委員会委員（平成18年11月まで）

15年 12月
東京大学地震研究所，東南海・南海地震調査研究運営委員会委員（平成16年
11月まで）

16年 6月
（独）宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター，ALOS-2校正検証委員

会（CVST）委員（平成19年3月まで）

16年 10月
東京大学地震研究所，海溝型地震調査研究運営委員会委員（平成21年3月ま
で）

16年 6月
（財)地震予知総合研究振興会，地殻活動研究委員会委員（平成27年3月ま
で）

17年 6月
奈良県，地震防災対策アクションプログラム策定検討委員会委員（平成18年
3月まで）

18年 9月 （国研）産業技術総合研究所，客員研究員（平成20年8月まで）

19年 8月
文部科学省，地震調査研究推進本部地震調査委員会衛星データ解析小委員会
委員（平成22年8月まで）

19年 １月
奈良県，地震防災対策アクションプログラム策定検討委員会委員（平成19年
3月まで）

19年 12月 （独）防災科学技術研究所，研究開発課題外部評価委員（平成20年12月ま
19年 4月 （社）日本地震学会海外渡航旅費助成金審査委員会委員（平成20年3月ま

20年 12月
国土交通省国土地理院，地震予知連絡会第20期重点検討課題運営部会委員

（平成21年3月まで）

20年 7月
東京大学地震研究所，地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員（平
成21年3月まで）

20年 7月
（独）科学技術振興機構，日中韓協力に関する国際科学技術協力推進委員
（平成21年3月まで）

21年 12月 （独）日本学術振興会，科学研究費委員会専門委員（平成23年11月まで）
21年 6月 （社）日本地震学会代議員（平成24年3月まで）

21年 7月
（財）防災研究協会，石原藤次郎研究奨学金・若手研究者研究助成金選考委
員（平成23年6月まで）

22年 5月
奈良県，地震防災対策アクションプログラム推進委員会委員（平成23年3月
まで）

23年 5月
奈良県，地震防災対策アクションプログラム推進委員会委員（平成24年3月
まで）

23年 6月
文部科学省，地震調査研究推進本部地震調査委員会専門委員（長期評価部会
海溝型分科会（第二期）委員）（平成29年3月まで）

23年 8月 内閣府，南海トラフの巨大地震モデル検討会委員（平成28年3月まで）

23年 3月
（独）防災科学技術研究所，研究開発課題外部評価委員（平成24年3月ま
で）

23年 4月 日本測地学会編集委員会委員長（平成26年3月まで）

23年 7月
（公社）日本地震学会東北地方太平洋沖地震対応臨時委員会委員（平成24年
5月まで）

24年 6月
奈良県，地震防災対策アクションプログラム推進委員会委員（平成25年3月
まで）

24年 7月
内閣府，南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性に関する調査部会副座長
（25年1月まで）

24年 10月
（一財）沿岸技術研究センター，平成24年度和歌山下津港海岸海南地区津波

対策事業に関する技術検討委員会アドバイザー（平成25年3月まで）

24年 11月
（特非）宇宙からの地球観測を考える会，ALOS-2研究公募（RA4)評価委員

（平成25年2月まで）
24年 4月 （公社）日本地震学会代議員（平成30年3月まで）
25年 11月 日本工営（株）大阪支店，アドバイザー（平成27年3月まで）

25年 7月
（一財）沿岸技術研究センター，平成25年度和歌山下津港海岸海南地区津波

対策事業に関する技術検討委員会アドバイザー（平成26年3月まで）
26年 4月 日本自然災害学会東日本大震災特別委員会委員（平成27年3月まで）
26年 7月 （公社）日本地震学会表彰委員会委員（平成29年3月まで）
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26年 7月
International Symposium on Geodesy for Earthquake and Natural
Hazarads(GENAH)，実行委員会委員長，2014年7月22日〜26日，宮城県松島

27年 2月
内閣府，日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会委員（平成28年3
月）

27年 1月
日本学術会議地球惑星科学委員会IUGG分科会IAG小委員会委員（平成29年9
月まで）

27年 8月
（独）日本学術振興会，特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書
面審査員・書面評価員（平成28年7月まで）

27年 10月 （有）トリプルアイ，ALOS-2第6回研究公募査読委員（平成27年11月まで）

27年 7月
Chairman, Commission 3 (Earth rotation and geodynamics), International Association
of Geodesy （国際測地学協会第3部会（地球回転・動力学）部会長）（令和

元年6月まで）

28年 8月
内閣府，南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性に関する調査部会委員
（平成29年3月まで）

28年 4月 日本測地学会坪井賞選考委員長（令和元年5月まで）

28年 8月
（独）日本学術振興会，特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書
面審査員・書面評価員（平成29年7月まで）

29年 6月
山辺・県北西部広域環境衛生組合，新ごみ処理施設整備検討委員会委員（平
成30年3月まで）

29年 12月
（独）日本学術振興会，科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（基盤研
究（S））の新規研究課題選定に係る審査意見書作成者（平成30年1月まで）

29年 4月 日本自然災害学会評議員（現在まで）
29年 4月 日本自然災害学会学会賞審査委員会委員（現在まで）

29年 5月
（独）日本学術振興会，卓越研究員候補者選考委員会書面審査員（平成29年
7月まで）

29年 7月
Joint Scientific Assembly of IAG and IASPEI，実行委員会委員，基調講演，

2017年7月30日〜8月4日，兵庫県神戸市

30年 4月
山辺・県北西部広域環境衛生組合，地震に係る分野の顧問（平成31年3月ま
で）

30年 4月 日本学術会議連携会員（令和2年9月まで）

30年 4月
日本学術会議地球惑星科学委員会IUGG分科会IAG小委員会委員（令和2年9
月まで）

31年 1月
（国開）宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター，アドバイザリ委員会
委員（令和2年3月まで）

31年 1月 （有）トリプルアイ，第2回地球観測研究公募査読委員（平成31年2月まで）
31年 4月 宇治市，防災会議委員（令和3年4月まで）

31年 4月
新潟大学災害・復興科学研究所，共同研究推進委員会委員（令和3年3月ま
で）

31年 4月
九州大学応用力学研究所，応用力学共同研究拠点運営委員会委員（令和3年3
月まで）

令和 元年 6月
（国研）防災科学技術研究所，実大三次元振動破壊実験施設運営協議会委員
（令和3年3月まで）

令和 2年 2月
（独）日本学術振興会，卓越大学院プログラム（令和元年〜3年度）プログ

ラムオフィサー（令和4年3月まで）

令和 2年 9月
株式会社大崎総合研究所，地震活動モデルの専門家としてのアドバイザー
（令和2年10月まで）

令和 2年 10月
国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学減災連携研究センター，「屏風
山・恵那山断層帯（恵那山−猿投山北断層帯）における重点的な調査観測」
外部評価委員会委員）（現在まで）

令和 2年 10月 東京大学地震研究所，協議員（令和4年3月まで）

（受賞歴）
平成 12年 5月 日本地震学会論文賞

18年 9月 日本自然災害学会学術賞
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